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山口から明治維新を発信 !!
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■
問
い
合
わ
せ 

　
市
財
政
課
　 

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
０
）　

　
　
　
　
　
　
　 

市
企
画
経
営
課
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
４
７
）

平成 26年度

当
初
予
算

将来を展望した

「大胆な取組み」

～ 四つの安心 ～

過去最大の大型予算

827 億 8,000 万円一般会計予算総額

安心して
安全に暮らせるまちづくり

安心して　歳を重ねられる
健康長寿のまちづくり

安心して　子育てや
教育ができるまちづくり

安心して　働ける
産業力の豊かなまちづくり

～ふるさと産業振興戦略～

「市民満足度を高める行政マネジメントの強化」

今を大切にし、市民生活を重視する喫緊の課題に対応する

「繊細な取組み」

県都として求心力のある
高次都市機能の集積する

「広域県央中核都市づくり」

高齢社会や人口減少時代に対応した

「協働によるまちづくり」

・対前年比で66億5千万円（8.7％）増
・将来へのまちづくりへの投資（投資的経費）に 171億2千万円を確保
　（対前年度比で46億1千万円（ 36.8％）増 ）
・財政調整基金の取り崩しを行わない、歳入規模を基本とした予算編成
　（平成22年度当初予算から5年連続）

平
成
26
年
度
は
、「
後
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
取
り
組
む
な
か
で
、「
安
心
の
上
に
　
未
来
を
拓
く
」
予
算
と
し
て

位
置
づ
け
、
将
来
を
展
望
し
た
「
大
胆
な
取
組
み
」
と
、
今
を
大
切
に
し
、
市
民
生
活
を
重
視
す
る
喫
緊
の
課
題
に

対
応
し
て
い
く
「
繊
細
な
取
組
み
〜
四
つ
の
安
心
〜
」
を
着
実
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
予
算
の
概
要
を
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
づ
く
り
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理
する必要のあるときに設けることができる会計で
す。原則、独立採算で運営します。

区　　分 当初予算額 対前年伸率
国民健康保険 204億 3,437 万円 1.5％
後期高齢者医療 26億 9,496 万円 5.6％
介 護 保 険 166億 8,150 万円 8.4％
介護サービス事業 5,688 万円 5.9％
駐 車 場 事 業 3,725 万円 ▲5.5％
小郡駅前第三土
地区画整理事業 1億 7,071 万円 ▲36.5％

簡易水道事業 7億 8,368 万円 124.3％
農業集落排水事業 5億 6,324 万円 1.9％
漁業集落排水事業 1,913 万円 9.3％
地域下水道事業 601万円 ▲9.4％
国 民 宿 舎 3,662 万円 ▲25.2％
特 別 林 野 963万円 22.0％
合　　計 414億 9,398 万円 5.3％

市税31.1％
257億 1,872万円

諸収入2.2％
18億 3,698万円

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、寄附金、
繰入金
4.1％  33億 9,336万円

国庫支出金
14.2％

117億 5,625万円

県支出金6.7％
55億 8,039万円

地方交付税
19.9％

164億 8,000万円

市債18.1％
149億 7,530万円

その他3.7％
30億 3,900万円

自
主
財
源 

37.4%
依
存
財
源 
62.6%

■歳入のグラフ用語
自主財源 市が自ら調達できる収入

依存財源 国や県からの交付金など
の収入

歳入

歳出

民生費
260億 8,734万円

31.5％

土木費
111億 4,771万円

13.5％

衛生費
76億 2,618万円

9.2％

農林水産費
31億 911万円

3.7％

消防費
29億 4,932万円

3.6％

人件費16.3％
134億 9,660万円

補助事業費
8.8％

72億 6,384万円

補助費等9.0％
74億 7,467万円

繰出金8.8％
72億 8,430万円

その他3.4％
28億 9,228万円

■歳出のグラフ用語
義務的経費 制度により支出額や内容が定まる、削減が難しい経費
投資的経費 道路・公園・学校などの建設や、災害復旧などの経費
公債費 借入金（市債）の元金と利息を返済する経費
扶助費 生活保護・医療扶助等、法令により対象者を支援する経費

商工費
20億 4,694万円

2.5％
議会費、労働費、災害復
旧費、予備費
26億 2,644万円　3.2％

◆一般会計の歳出

予算の概要

総務費
110億 840万円

13.3％

公債費
98億 7,129万円

11.9％

教育費
63億 727万円

7.6％ 公債費11.9％
98億 7,009万円

扶助費17.7％
146億 7,181万円

単独事業費9.1％
75億 1,492万円

その他2.9％
23億 3,758万円

物件費12.1％
99億 7,391万円

義務的
経費
45.9％

投資的
経費
20.8％

その他
経費
33.3％

一般会計の予算総額は827億 8千万円で、平
成25年度に比べ8.7％増（市債の借換を除く
と実質8.2％増）となりました。

市税は、法人市民税で景気の持ち直しにより前
年度に比べ約3億5千万円の増収を見込んでい
ますが、固定資産税の土地価格の下落等に伴う
約 7千万円の減収により、全体では約 2億 4
千万円、1.0％の増、国庫支出金は、消費税率
の引き上げに伴い創設された臨時福祉給付金給
付事業（簡素な給付）および子育て世帯臨時特例
給付金給付事業の実施等に伴い約17億 6千万
円、17.6％の増、市債は、一般廃棄物最終処分
場や新山口駅ターミナルパークの整備をはじめ、
学校施設等の耐震化等に重点的に取り組むため
約33億9千万円、29.3％の増となっています。

義務的経費である人件費は、退職者数の減少に
より、前年度に比べ約3億 4千万円、2.4％の
減となっています。投資的経費は、一般廃棄物
最終処分場や新山口駅ターミナルパークの整備
をはじめ、学校施設の耐震化や地域交流センター
の整備などの基盤整備に重点的に取り組むとと
もに、公共施設の耐震化や長寿命化、デジタル
防災行政無線の整備といった防災・減災事業な
どにも積極的に取り組むほか、平成25年 7月
の豪雨災害にかかる災害復旧事業に取り組むた
め、約 46億 1千万円、36.8％の増となって
います。

各特別会計を合わせた予算額は前年度に比べ約
20億7千万円、5.3％の増となりました。

特別会計

一般会計の概要と特徴

◆特別会計の予算内訳

◆一般会計の歳入
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高
齢
社
会
や
人
口
減
少
時
代

に
対
応
し
た

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

その 1
新 充充

新充充充新

充継継充

県
都
と
し
て
求
心
力
の
あ
る

高
次
都
市
機
能
の
集
積
す
る

「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
」

その 2 大
胆
な
取
組
み

3 月 10日から部分供用を開始した新
山口駅橋上駅舎（在来線および新幹
線への連絡通路部分）

ここでは、2～ 3ページで紹介した「大胆な取組み」「繊細な取組み～四つの安心～」など、
具体的にどういった取り組みをしていくのかをご紹介します。

平成26年度のまちづくりの概要 

充新 継…新規事業　　　…拡充事業　　　…継続事業

【
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

〜
地
域
活
動
と
防
災
の
拠
点
整
備
〜
】

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

…
1
億
８
９
８
０
万
円

　
地
域
づ
く
り
活
動
や
防
災
の
拠
点
と
な
る
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
を
順
次
進
め
て

い
き
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
新
た
に
小
郡
、

佐
山
、
鋳
銭
司
地
域
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

【
住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
】

　
地
域
の
個
性
を
活
か
す
交
付
金
事
業

…
２
億
６
５
４
８
万
円

　
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
定
で
き
る
住
民
自

治
を
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
に
つ

い
て
、
地
域
の
新
し
い
活
動
へ
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
交
付
金
を
拡
充
し

ま
す
。

【
明
治
維
新
策
源
の
地

〝
山
口
〞
を
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
】

　
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
…
１
０
８
９
万
円

　
明
治
維
新
版
山
口
も
の
が
た
り
創
出
事
業

…
２
０
０
万
円

　
平
成
30
年
の
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
決
定
を
契
機
と
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
本
市
に
所
在
す
る
幕
末
・
明
治
維

新
に
関
連
し
た
史
跡
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
山
口
の
魅
力
を
市
内
外
に
広
く
発
信

し
ま
す
。

【
山
口
都
市
核
づ
く
り
】

　
中
心
市
街
地
核
づ
く
り
推
進
事
業

…
２
億
２
６
１
２
万
円

　
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
を
活
用
し
、
火
災

跡
地
の
中
市
町
一
番
地
区
と
米
屋
町
東
地
区
で

予
定
さ
れ
て
い
る
民
間
主
導
型
の
商
業
・
住
宅

の
共
同
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　
一
の
坂
川
周
辺
地
区
整
備
事
業

…
４
億
２
０
０
０
万
円

　
創
造
的
歴
史
公
園
整
備
事
業

…
1
億
３
０
９
０
万
円

　
一
の
坂
川
周
辺
地
区

の
修
景
整
備
を
引
き
続

き
実
施
す
る
ほ
か
、
公

設
川
端
市
場
跡
地
に

（
仮
称
）
一
の
坂
川
交

通
交
流
広
場
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
菜
香
亭

周
辺
用
地
に
お
い
て
歴

史
的
、
文
化
的
資
源
を

生
か
し
た
公
園
整
備
を

進
め
、
中
心
市
街
地
と
一
体
と
な
っ
た
回
遊
性

や
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
湯
田
温
泉
拠
点
施
設
企
画
推
進
事
業

…
７
５
０
万
円

　
中
原
中
也
記
念
館
20
周
年
記
念
事
業

…
２
７
６
０
万
円

　
宿
泊
・
保
養
拠
点
と
し
て
の
湯
田
温
泉
の
機

能
を
高
め
る
、
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施
設

（
平
成
26
年
度
に
開
館
予
定
）
を
中
心
に
、
中

原
中
也
記
念
館
20
周
年
記
念
事
業
と
連
携
し
た

企
画
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
湯
田
温
泉
エ
リ

ア
の
回
遊
性
や
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

【
小
郡
都
市
核
づ
く
り
】

　
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業

…
24
億
２
４
８
０
万
円

　
新
山
口
駅
北
地
区
重
点
エ
リ
ア
整
備
事
業

…
2
億
８
０
０
０
万
円

　
表
口
駅
前
広
場
、
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
工

事
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
重
点
エ
リ

ア
内
に
整
備
す
る
拠
点
施
設
の
機
能
構
成
や
整

備
手
法
な
ど
、整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
エ
リ
ア
内
道
路
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
小
郡
管
渠
整
備
事
業
（
企
業
会
計
）

…
8
億
５
６
７
１
万
円

　
小
郡
処
理
区
の
下
水
道
管
渠
の
整
備
や
、
老

朽
化
し
て
い
る
長
谷
下
水
ポ
ン
プ
場
の
計
画
的

な
改
築
・
更
新
を
実
施
し
ま
す
。
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安
心
し
て
子
育
て
や
教
育
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

その 2

安
心
し
て
歳
を
重
ね
ら
れ
る

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

その 3
安
心
し
て
働
け
る
産
業
力
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

〜
ふ
る
さ
と
産
業
振
興
戦
略
〜

その 4

新充継

新新充充

充充充充充

充充 充 新新

継

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

その 1

な
取
組
み

繊
細

市
民
満
足
度
を
高
め
る

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

〜
四
つ
の
安
心
〜

【
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
】

過
年
発
生
災
害
復
旧
事
業…

17
億
２
８
３
９
万
円

農
機
具
等
災
害
復
旧
特
別
支
援
事
業

…
４
２
０
０
万
円

　
昨
年
７
月
28
日
発
生
の
豪
雨
災
害
か
ら
の
完

全
復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み
と
し
て
、
耕
地
、

林
道
、
河
川
や
橋
梁
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
機
械
・
施
設
の
復

旧
に
向
け
、
阿
東
地
域
の
被
災
農
家
を
支
援
し

ま
す
。

【
集
中
豪
雨
へ
の
対
応
】

　
山
口
市
総
合
浸
水
対
策
計
画
策
定
事
業

…
３
０
０
０
万
円

　
従
来
想
定
さ
れ
て
い
る
計
画
降
雨
を
超
え
る
集

中
豪
雨
へ
の
対
応
に
向
け
、
市
内
全
地
区
の
総
合

浸
水
対
策
計
画
を
策
定
し
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設

や
排
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
】

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
等
整
備
事
業

…
3
億
３
１
４
０
万
円

　
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
（
総
額
）

…
32
億
６
４
６
１
万
円

　
山
口
・
小
郡
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
を
整
備
す
る
ほ
か
、
平
時
の
防
災
意
識
を
高

め
、適
切
な
避
難
行
動
等
が
行
え
る
よ
う
に
、「
山

口
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
「
津
波
・
高
潮
編
」

を
作
成
・
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
、

耐
震
化
や
長
寿
命
化
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
子
育
て
、
子
育
ち
環
境
の
整
備
】

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業…４

億
７
４
８
０
万
円

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業 

…
１
６
０
５
万
円

　
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
に
対
す
る
医
療
費
の

自
己
負
担
分
の
無
料
化
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
、
小
学

１
〜
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

無
料
化
し
ま
す
。

　
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

…
９
６
５
万
円

　
市
立
保
育
園
施
設
整
備
事
業

…
2
億
７
５
７
６
万
円

　
私
立
保
育
園
整
備
費
助
成
事
業

…
3
億
１
３
６
１
万
円

　
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
子
育
て
に
関

わ
る
人
材
の
育
成
と
、
子
育

て
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
目
指
し
て
、「
や
ま

ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
」
を
山
口
保
育
園
内
に
開
設
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
保
育
所
の
定
員
を

１
８
０
人
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
定
員
を

80
人
拡
充
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
充
実
〜
教
育
な
ら
山
口
〜
】

　
情
報
教
育
環
境
整
備
事
業
（
小
学
校
・
中
学
校
）

…
1
億
４
０
７
４
万
円

　
小
学
校
１
校
・
中
学
校
１
校
を
モ
デ
ル
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
効
果
的
に
活
用
し
た
教
育

研
究
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
健
康
寿
命
を
延
ば
す
環
境
づ
く
り
】

　
体
力
つ
く
り
推
進
事
業 

…
３
５
０
万
円

　
保
健
活
動
業
務 

…
１
０
１
１
万
円

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
者
養
成
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
等
に
よ
り
、
地
域
と
連
携
し
た
運
動
習
慣

や
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
の
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
健
康
診
査
事
業 

…
1
億
７
２
１
２
万
円

　
節
目
年
齢
（
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
）
の
方
の
、

胃
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
分
を
無
料
化
し
、
40

歳
で
受
診
で
き
る
全
て
の
が
ん
検
診
を
無
料
に

し
ま
す
。

【
雇
用
・
景
気
対
策
】

　
求
職
者
支
援
緊
急
対
策
事
業 

…
４
３
３
５
万
円

　
人
材
確
保
が
困
難
な
産
業
分
野
に
お
い
て
、

期
間
雇
用
者
の
外
部
研
修
や
資
格
取
得
に
取
り

組
み
、
正
規
雇
用
化
を
図
る
事
業
者
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
の
未
来
人
材
育
成
事
業

…
１
０
０
０
万
円

　
新
事
業
創
出
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業…

９
２
０
万
円

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
、
新
た
な
技
術
を
活

用
し
た
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、
人
材
育
成
や
、

新
事
業
、
新
産
業
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

【
農
林
水
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と

担
い
手
の
育
成
】

　
６
次
産
業
化
推
進
事
業 

…
８
７
１
万
円

　
園
芸
作
物
振
興
事
業 

…
３
９
２
０
万
円

　
地
元
農
林
水
産
物
を
使
用

し
た
６
次
産
業
化
に
向
け
た

加
工
品
開
発
費
用
や
、
施
設

整
備
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、
少
量
多
品
目
栽
培
用
ハ
ウ
ス
の

設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
や
快
適

な
居
住
空
間
を
構
築
す
る
た
め
に
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
等
計
画
的
な
整
備
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業

…
1
億
７
５
５
７
万
円

　
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
の
整
備
が
見
込
ま

れ
な
い
下
水
道
事
業
計
画
区
域
を
助
成
対
象
区

域
に
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
単
独
浄
化
槽
の
撤

去
費
用
を
新
た
に
助
成
し
ま
す
。
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市は、障がいのある人の思いを大切にし、市民の障がいへの理解を深めていくため、『「障害」を「障がい」と表記する
指針』を策定しました。平成２６年４月１日から作成する文書では、マイナスイメージが強い「害」の字をできるだけ
用いないで、「障害」の表記を「障がい」と変更します。
「障がい者」の表記については、障がい者福祉の本質的な問題ではないとのご意見や、表記の仕方についても賛否両論
ありますが、「差別感」や「不快感」などの抵抗感をもつ方の気持ちを尊重して表記を改めますのでご理解ください。

■対象とするもの
・平成26年4月1日以降、新たに作成する文書等
・「障害」という言葉が、前後の文脈から人や人の状態
を表す場合は、「害」の字を平仮名で表記
・既存の様式や事務処理システム（コンピュータプロ
グラムの変更を伴うもの）は順次表記を変更するこ
ととし、条例や規則の改正を伴うものは、他の改正
を行う際に併せて表記の変更を行う
また、施設内の表示については、施設の改修等に併
せて表記を改めます。

■対象としないもの
次に該当する場合は「障害」と表記します。
①法令などの例規文書
②団体名などの固有名詞
③医学用語や学術用語
④他の文書や法令等を引用する場合など
⑤人や人の状態を表さないもの（「交通の障害」や「障
害物」）
⑥著作物を引用する場合

今回本市が策定した指針については、今後、市民の皆さんや関係団体等にご理解を求めていきますが、個人や各団体
等に「障がい」の表記を用いることを強制するものではなく、それぞれの判断を尊重していきます。

「 障害 」の表記を「 障がい 」に変更します
～『「障害」を「障がい」と表記する指針』策定 ～

■問い合わせ　市高齢・障がい福祉課（☎083-934-2794）

その他詳細は、市ウェブサイト（表紙参照）をご覧ください。

市報では、これまで「障害のある方」等の表記をしていましたが、今後は指針に沿った表記とします。
ただし、上記同様、各団体等の判断を尊重していきます。 ■問い合わせ　市広報広聴課（☎083-934-2753）

対象工事 具　体　例

防災・減災工事
自然災害や火災を防
止または軽減できる
工事

防災瓦への改修、耐震補強（基
礎、柱、梁、壁、床面）、強化
ガラス・防火ガラスへの改修、
雨戸改修、防水（屋根、外壁） 
など

バリアフリー工事
災害時の避難を容易
にできる工事

段差解消※、手すり取り付け※、
床防滑※、引き戸等への扉改修

防犯性向上工事
家屋侵入等の犯罪を
未然防止できる工事

防犯性の高いドアへの取り替
え、鍵・シリンダー・サムター
ンの取り付け・取り替え、防
犯ライトの設置 など

省エネルギー化工事
環境負荷を軽減でき
る工事
（太陽光発電システ
ムの設置は対象外）

外壁、屋根、天井、床の断熱
改修（屋根、外壁の遮熱性向
上塗装工事を含む）、窓の断熱
改修、高効率給湯器の設置（エ
コキュート等）、家庭用EV充
電器設置工事 など

住まい安心安全・省エネ改修資金助成金
■問い合わせ　市商工振興課（☎083-934-2719）

※助成申請前に工事に着手された場合は、助成対象外
となりますのでご注意ください。 ※については、風呂・トイレ対象外

市報やまぐちでの表記

■右記の工事が対象となります
防災・減災、防犯性を高める改修や、環境負荷軽減につな
がる改修が対象です。
工事金額の10％（上限10万円）を市内の登録店舗で使
える商品券で助成します。

■申請期間は4/1（火）～9/30（火）までです

■要件等は以下の通りです

詳細は、市ウェブサイト（表紙参照）でご確認ください。

申請窓口は、山口商工会議所、山口県央商工会、徳地商工
会です。

ご自宅の住環境の向上を図られる方に、改修資金を助
成します。ぜひ、本制度をご活用ください。

山口市内にある実際に居住している住居で、市内事業者が
施工する工事が対象となります。なお、工事着手前に必ず
助成申請を行い、交付決定後に工事に着手してください。





山
口
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
27
日（
日
）は
、山
口
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
市
政
を
託
す
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
７
７
）

4/27（日）
　■

仁
保
地
域

大
富
公
民
館
、
一
貫
野
集
会
所

■
小
鯖
地
域

東
鯖
公
民
館

■
徳
地
地
域

徳
地
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
串
分
館
、

岸
見
研
修
セ
ン
タ
ー
、
徳
地
地
域
づ

く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
引
谷
小
学

校
）、
三
谷
交
流
セ
ン
タ
ー
、
野
谷
集

会
所
、
旧
柚
野
小
学
校
、
柚
野
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー

■
阿
東
地
域

す
べ
て
の
投
票
所

※
次
の
投
票
所
は
19
時
ま
で

◇
投
票
日

　
４
月
27
日
（
日
）

◇
投
票
時
間
　

　
７
時
〜
20
時

　
　
　 

市
内
転
居
さ
れ
た
方

　
平
成
26
年
３
月
24
日
以
降
に
市
内
転
居
の

届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
旧
住
所
の
投
票
所
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　
　 

不
在
者
投
票

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
不
在
者
投
票
に

な
り
ま
す
。

・
期
日
前
投
票
当
日
、
満
20
歳
に
な
っ
て

い
な
い
方

・
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
の
方

※
施
設
に
よ
っ
て
は
不
在
者
投
票
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施
設
の

職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
出
張
等
で
市
内
に
居
な
い
方

※
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
表
紙
参
照
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

・
郵
便
投
票
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

　
　 

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
代

理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ
て
、

補
助
者
（
投
票
所
係
員
）が
投
票
用
紙
に
記

入
す
る
も
の
で
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票

所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

れ
た
方

■
居
住
条
件
　
平
成
26
年
１
月
19
日
ま
で
に

転
入
の
届
け
出
を
し
、
山
口
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に

住
ん
で
い
る
方

 
　
　
投
票
所
入
場
券

　
封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場

券
は
一
人
１
枚
で
す
の
で
、
各
自
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
入
場
券
を
忘

れ
た
場
合
や
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
入

場
券
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
で
き
る

方
で
あ
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
。

　 

　
投
票
所

投
票
所
は
、
お
届
け
す
る
投
票
所
入
場
券

で
必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
投
票
所
は
、
２
月
の
山
口
県
知
事
選

挙
と
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

【
大
歳
第
一
投
票
区
】

（
変
更
前
）
上
矢
原
公
会
堂

（
変
更
後
）
上
湯
田
下
公
会
堂

【
阿
東
第
一
投
票
区
】

（
変
更
前
）
阿
東
総
合
支
所

（
変
更
後
）
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　 

投
票
で
き
る
方

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

■
年
齢
　
平
成
６
年
４
月
28
日
ま
で
に
生
ま

　
　 

開
票
所

　
４
月
27
日
（
日
）
21
時
30
分
か
ら
、
や

ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
総
合
体
育

館
（
大
内
長
野
１
１
０
７
）
で
行
い
ま
す
。

　
　 

選
挙
公
報

　
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
ご
家
庭

の
郵
便
受
け
に
投
入
し
ま
す
。
た
だ
し
、

配
布
区
域
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
配
布
区

域
外
の
ご
家
庭
へ
は
、新
聞
折
り
込
み
（
読

売
・
朝
日
・
毎
日
・
中
国
・
日
経
・
産
経
新
聞
）

で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
全
総
合

支
所
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
配
置
お
よ

び
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
表
紙
参
照
）
へ
の

掲
載
も
行
い
ま
す
。

※
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
へ
郵
送
で
お

送
り
し
ま
す
。

　
　
　 

点
訳
・
音
訳
版

 

　
　「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、
選
挙
公

報
の
内
容
を
音
訳
ま
た
は
点
訳
し
た
「
選

挙
の
お
知
ら
せ
」
を
「
山
口
カ
ト
リ
ッ
ク

朗
読
ま
ご
こ
ろ
の
会
」
ま
た
は
「
点
訳
『
の

ば
ら
の
会
』」
を
通
じ
て
、
投
票
日
の
２
日

前
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
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会場 期間 時間

山口・小郡・秋穂・阿知須・徳
地総合支所、阿東地域交流セン
ター

4月21日（月）
　～26日（土） 8時30分 ～ 20時

仁保・小鯖・大内・宮野・吉敷・
平川・大歳・陶・鋳銭司・名田島・
二島・嘉川・佐山地域交流セン
ター

4月21日（月）
　～25日（金） 8時30分 ～ 17時

山口大学  4月 22日（火）
　  、23日（水）

9時30分　　　
　～16時 30分

山口県立大学
※駐車場は利用できません。

 4 月 24日（木）
　  、25日（金）

9時30分　　　
　～16時 30分

徳地地域交流センター串分館、
阿東地域交流センター篠生分館・
嘉年分館

4月23日（水） 10時 ～ 15時

徳地域交流センター島地分館・
八坂分館、柚野地域活性化セン
ター

4月24日（木） 10時 ～ 15時

陶隣保館、阿東地域交流センター
生雲分館・地福分館 4月25日（金） 10時 ～ 15時

ゆめタウン山口、サンパークあ
じす 4月26日（土） 10時 ～ 17時

■期日前投票所

　 　
近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

湖畔沿いの桜並木を満喫

山口市徳地の大原湖北側を走る国道489
号線沿いには、約600本のソメイヨシ
ノが植えられています。県内でも高地に
位置するため、少し遅めのお花見が楽し
めるドライブコースとして人気です。近
くの「ふれあいパーク大原湖」では、レ
ンガ窯で焼くオリジナルピザ作りやカ
ヌーなど各
種アクティ
ビティも体
験できます。
美しい湖畔
でのんびり
お花見をし
てみませんか。
■桜の見頃　4月中旬頃まで
　※詳しくはお問い合わせください。
■場所　徳地野谷605付近
■問い合わせ　ふれあいパーク大原湖
　（☎0835-58-0200）

山口宇部空港
にぎわいフェスタ2014

「賑わいのある空港づくり」を目標に、
県内外のお客様に空港や飛行機に親し
んでいただくため、下記の通りイベント
を開催いたします。
■日時　4月13日（日）10時 ～16時
■場所　山口宇部空港
■内容　
　手作り作品や
雑貨などを販
売する手作り
市場、子ども
用制服着用
撮影会、フラダンス、フルート演奏、
ハンドベル演奏、ブレイクダンス、
バス乗り方教室、地元産の野菜や加
工品の販売、飲食物の販売、各種PR
コーナー など

■問い合わせ　山口宇部空港「にぎわい
フェスタ2014」事務局

　（☎0836-31-2200）

大原湖から見た桜と
ふれあいパーク大原湖

じばさん春まつり
～きっと見つかる！ふるさとの心～
■日時　4月12日（土）9時 ～16時、
　13日（日）9時 ～15時30分
■場所　デザインプラザHOFU（防府市
　八王子二丁目8-9）
■内容
・山口・防府特産市
　地域の特産品が大集合。お客様のニー
ズをカタチにした「一店逸品」も。

・すぐ食べられる！ふるさとグルメ
　うまいもの大集合。「防府みそ焼きマイ
マイ」や、美祢「カルストーネ」ほか。

・北海道・旭川物産展
　食材や珍味が一同に。旭山奇跡のプリ
ン・小樽桜いぶしベーコンほか多数。

・スマイルオークション
　お客様が値段を決めるせり市を開催
・防府市華道連盟 春のいけばな展
　６流派・70点の作品を一同に展示
■問い合わせ　デザインプラザHOFU
　（☎0835-25-3700）

市内の魅力を紹介します。

山 口 市

わがま
ち
もぐるっと

再発見
！宇 部 市

となり
ま
ちぐるっと

再発見
！ 防 府 市

近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

山口宇部空港

　 　
　 
期
日
前
投
票

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
が
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
度
の
選
挙
で
は
、
投
票
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

行
い
ま
し
た
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の

期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
日
前

投
票
で
は
、
選
挙

当
日
に
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き

な
い
理
由
や
住
所

氏
名
な
ど
を
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
は
宣
誓
書
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記

入
さ
れ
る
と
、
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
表

紙
参
照
）
に
も
宣
誓
書
の
様
式
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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東
亜
自
動
車
工
業
株
式
会
社
が
新
事
業
所
建
設
を
決
定

日
本
果
実
工
業
株
式
会
社
が
新
事
業
所
建
設
を
決
定

「
名
田
島
小
学
校
新
校
舎
等
落
成
記
念
式
典
」
を
開
催

「
中
原
中
也
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催

　
2
月
16
日
、
2
月
で

開
館
20
周
年
を
迎
え
た

中
原
中
也
記
念
館
で
、

中
原
中
也
記
念
館
開
館

20
周
年
記
念
式
典
を
行

い
、
い
よ
い
よ
中
原
中

也
記
念
館
開
館
20
周
年

記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
市
長
は
「
記
念
館
は
こ
れ

ま
で
の
20
年
間
で
、
中
也
と
詩
の
魅
力
を
発

信
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
本
市
の
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て

も
多
く
の
交
流
を
生
み
出
し
て
き
た
。
今
後

も
よ
り
多
く
の
皆
様
に
、
中
也
と
中
原
中
也

記
念
館
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は

湯
田
温
泉
の
賑
わ
い
へ
と
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
中
原
中
也
記
念
館
の
活

動
を
通
し
て
、
中
也
の
故
郷
・
山
口
の
魅
力

の
向
上
と
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

市
文
化
政
策
課

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７
）

左から市長、木村県商工労
働部長、東亜自動車（株）
島津代表取締役社長

左から市長、木村県商工労
働部長、日本果実工業（株）
片桐代表取締役社長

新しくなった校舎

式典の様子

　
県
内
産
農
水
産

物
の
加
工
や
、
清

涼
飲
料
水
の
製
造

な
ど
を
行
っ
て
い

る
日
本
果
実
工
業

株
式
会
社
が
、
新

工
場
を
建
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
２
月
14
日
、
山
口
総
合
支

所
で
本
市
と
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
市
長
は
「
本
市
は
『
安
心
し
て

働
け
る
、
産
業
力
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
山
口
の
農

業
振
興
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

御
社
に
、
新
事
業
所
建
設
の
御
決
断
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
本
市
の
こ
う
し
た
取
り
組

み
へ
大
き
く
御
貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
日
本
果
実
工
業
株
式
会
社
の
片
桐
代
表
取

締
役
社
長
は
「
地
域
に
密
着
し
た
企
業
を
目

指
し
、
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
企
業
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
事
業
所
は
、
10
月
か
ら
操
業
開
始
予
定

で
、
今
後
、
地
元
か
ら
約
40
人
が
雇
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

 

市
経
済
産
業
部
産
業
立
地
推
進
室

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３
）

　
平
成
19
年
か
ら
、
耐
震
化
・
老
朽
化
の
対

応
、
新
校
舎
の
建
設
等
の
た
め
工
事
を
進
め

て
い
た
、
名
田
島
小
学
校
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
こ
の
度
完
了
し
、
２
月
23
日
、
名
田

島
小
学
校
で
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
教
育
施
設

の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
な
環
境
で
学
べ
る
よ
う
、

快
適
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
」
と
述
べ
、
児
童
た
ち
は
全
員

で
「
勉
強
や
遊
び
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
こ
の
素
晴
ら
し
い
校
舎
で
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
し
い
校
舎
は
、
児

童
が
円
滑
に
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
実
現
し
た
ほ
か
、
屋

上
に
は
省
エ
ネ
や
環
境

へ
の
対
応
と
し
て
太
陽

光
発
電
の
パ
ネ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
教
育
施
設
管
理
課

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
０
）

　
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
等
の
特
殊
車
両
お
よ

び
鉄
道
部
品
等
を
設
計
・
製
造
し
て
い
る
東

亜
自
動
車
工
業
株
式
会
社
が
、
新
事
業
所
を

建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
2
月
18
日
、
山

口
総
合
支
所
で
本
市
と
協
定
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
調
印
式
で
市
長
は
「
産
業
活
動
の
円
滑
化

に
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い
る
御
社
が
、
更

な
る
成
長
へ
向
け
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
は
、
本

市
と
し
て
も
大
変
誇
ら
し
く
、
心
強
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
東
亜
自
動
車
工
業
株
式
会
社
の
島
津
代

表
取
締
役
社
長
は
「
今

後
も
地
域
に
対
し
て
貢

献
で
き
る
よ
う
に
努
め
、

山
口
の
産
業
を
支
え
る
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
に
な
り
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
事
業
所
は
、
平
成
28
年
11
月
に
操
業
開

始
予
定
で
、
今
後
、
地
元
か
ら
約
25
人
が
雇

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

市
経
済
産
業
部
産
業
立
地
推
進
室

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３
）
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「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」

を
行
い
ま
す

「
公
州
市
民
と
の
交
流
事
業
」

参
加
者
募
集

70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割となっていますが、特例措置でこ
れまで１割負担とされていました。平成26年度から、より公平な仕組みとするため、
この特例措置が見直されることとなりました。見直しに当たっては、高齢の方の生
活に大きな影響が生じることのないよう平成26年４月２日以降、70歳の誕生日
を迎える方から段階的に実施されることとなりました。

◆平成26年 4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方
　（誕生日が昭和19年 4月2日以降の方）
70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方はその月）の診療から、窓口負
担が２割になります。（例えば、平成26年４月２日～５月１日に70歳の誕生日を迎
える方は、５月の診療から２割負担になります。）
※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。
　なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70歳から２割負担と
なる方は、69歳までと比べて上限額が下がります。

◆平成26年 4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方
　（誕生日が昭和19年 4月1日までの方）
平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わりません。（平成26年３月
２日～４月１日に70歳の誕生日を迎える方は、これまでの３割負担から１割負担にな
ります。）
※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。
　窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

国民健康保険加入者の窓口負担の見直し
■ 問い合わせ　市保険年金課（☎083-934-2802）

 70 歳以上の

● 

山
口
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０

　
亀
山
町
２
‐
１
　
　
　
　
　
　

● 

小
郡
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
　
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
　
　
　

● 

秋
穂
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
　
秋
穂
東
６
５
７
０
　
　
　
　
　

● 

阿
知
須
総
合
支
所
　
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
　
阿
知
須
２
７
４
３
　
　
　
　
　

● 

徳
地
総
合
支
所
　
　
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
　
徳
地
堀
１
７
４
４
　
　
　
　
　

● 

阿
東
総
合
支
所
　
　
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
　
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１

☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１

☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
２

☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

　
市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
売
却
し
ま
す
。
参
加
に
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
滞

納
市
税
等
完
納
な
ど
に
よ
り
、
公
売
が
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
公
売
物
件   

軽
自
動
車
な
ど

■
参
加
申
込
期
間
　
４
月
14
日
（
月
）
13

時
〜
30
日
（
水
）
23
時

■
下
見
会
　
４
月
18
日
（
金
）
14
時
〜
16

時
（
秋
穂
総
合
支
所
２
階 

第
３
会
議
室
）

■
入
札
期
間
　
５
月
９
日
（
金
）
13
時
〜

11
日
（
日
）
23
時

※
公
売
物
件
や
参
加
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
表
紙
参
照
）、

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
４
月
14
日
（
月
）

以
降
に
確
認
で
き
ま
す
。「
市
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
情
報
」
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の「
く
ら
し
の
情
報
」の「
税
金（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
）」
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

市
収
納
課                        

　
　

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
７
）

　
山
口
市
と
姉
妹
都
市
の
韓
国
・
公
州
市

は
、
市
民
間
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る
た
め

に
、
毎
年
相
互
に
市
民
訪
問
団
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
５
月
９
日
（
金
）
〜
12

日
（
月
）
に
市
を
訪
れ
る
公
州
市
訪
問
団
の

皆
さ
ん
と
、
徳
地
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
体
験
を
し
ま
す
。
地
域
資
源
の

活
用
を
と
お
し
て
、
両
市
の
理
解
と
友
好
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
５
月
10
日（
土
）９
時
30
分
〜
12
時

■
対
象
　
両
市
の
交
流
に
興
味
が
あ
り
、
５

月
10
日
（
土
）
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
の

参
加
と
１
回
の
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る

市
民
８
人
程
度（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
料
金
　
無
料

４
月
17
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
月
１
日
か
ら
新
料
金

１
０
４
円
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
市
国

際
交
流
室
（
山
口
総
合
支
所
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
２
５
　
０
８
３
‐

９
２
２
‐
２
１
９
８
　
　
　
　
　
　
　

　som
u@
city.yam

aguchi.lg.jp

）
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雇
用
確
保
人
材
育
成
事
業

農
地
賃
貸
借
等
の
新
た
な

仕
組
み

た
め
池
等
の
農
業
用
施
設

賠
償
責
任
保
険

要
約
筆
記
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

売
買
・
賃
貸
・
相
続
に
関
す
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

山口情報芸術センターや中央公園を利用される皆さんの利
便性の向上を図るとともに、当該施設をより一層魅力ある
ものとするため、軽食喫茶室への出店者を募集します。営
業条件や申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
■応募資格
　飲食関連サービスの経営ノウハウを持ち、山口情報芸術
センターのサービスの一翼を担っていただける方（県内
外、法人個人を問わず応募可能）

■主な営業条件
・営業品目　山口情報芸術センターにふさわしい飲食、喫茶
等の提供（テイクアウト可）

・営業者負担費用　使用料…月額24万4,080円／光熱水
費…実費

■選考方法　
　第１次選考…書類審査
　第２次選考…プレゼンテーション審査等
■受付期間　
　4月7日（月）～ 5月9日（金）
■現場確認期間
　4月14日（月）～ 30日（水）※要申し込み

山口情報芸術センター
軽食喫茶室 への出店者を募集します

◆ 申し込み・問い合わせ　
　市文化政策課（山口総合支所☎083-934-2717）
※申込様式等詳細は、市ウェブサイト（表紙参照）にも掲載

【
住
み
よ
い
山
口 

い
つ
も
心
に 

交
通
安
全
】

■
期
間
　
４
月
６
日
（
日
）〜
15
日
（
火
）

■
重
点
目
標
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
／
自
転

車
の
安
全
利
用

の
推
進
／
全
て

の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
／
飲
酒
運
転
の
根
絶
／
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
の
推
進

 

市
生
活
安
全
課

 （
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
６
５
）

■
日
時
　
４
月
５
日
（
土
）
10
時
〜
16
時
　

■
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
　

■
相
談
員
　
不
動
産
鑑
定
士
、
税
理
士
、
司

法
書
士

※
申
込
不
要
　

 

山
口
県
不
動
産
鑑
定
協
会

 （
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
１
０
５
１
）

　
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
加
速

す
る
た
め
、
農
地
の
中
間
的
受
け
皿
と
な
る

公
的
機
関
で
農
地
中
間
管
理
事
業
を
行
い
ま

す
。
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
（
公
益
財
団
法
人
や
ま
ぐ
ち
農
林

振
興
公
社
）
が
借
り
受
け
た
農
地
を
、
公
募

に
よ
り
借
受
希
望
者
を
募
り
、
貸
付
け
を
す

る
事
業
で
す
。

　
募
集
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
　http://

w
w
w
.y-agreen.or.jp

）
で
募
集
の
区
域
を

定
め
、
一
定
の
期
間
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口
　
市
農
林
政
策
課
（
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
９
１
）

 

公
益
財
団
法
人
や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興

公
社
（
葵
二
丁
目
５
‐
69
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
０
０
６
７
）

　
た
め
池
等
、
農
業
用
施
設
の
管
理
上
の
不

備
等
が
原
因
の
損
害
を
補
償
す
る
、
保
険
加

入
の
お
知
ら
せ
で
す
。
こ
の
保
険
は
、
山
口

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と
保
険
会
社

が
契
約
す
る
団
体
加
入
保
険
制
度
に
よ
る
も

の
で
、
加
入
に
つ
い
て
は
各
土
地
改
良
区
ま

た
は
市
が
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
管
理
中
の
け
が
等
を

補
償
す
る
保
険
も
併
せ
て
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
保
険
内
容
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
総
合
支
所
お
よ
び
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
入
手
可

市
農
林
整
備
課
（
山
口
総
合
支
所

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
９
５
）、
山

口
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
☎

０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
０
３
３
）

　
介
護
・
建
設
・
農
業
等
に
た
ず
さ
わ
る
企

業
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
失
業
し
た
方
を

正
規
雇
用
に
向
け
て
有
期
雇
用
す
る
場
合

に
、
新
規
雇
用
者
の
人
件
費
、
研
修
費
等
を

支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
申
請
に
は
、４
月
15
日
（
火
）

ま
で
に
市
の
業
者
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日
（
火
）
以
降
に
、
市
商

工
振
興
課
（
山
口
総
合
支
所
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
１
９

　
　shoko@

city.yam
aguchi.lg.jp

）

※
同
日
以
降
に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
表
紙

参
照
）
で
も
確
認
可

　
要
約
筆
記
と
は
、
病
気
、
事
故
、
加
齢

な
ど
に
よ
り
、
耳
の
聞
こ
え
が
不
自
由
な

方
に
対
し
て
、
文
字
で
情
報
を
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
す
。
要
約
筆

記
に
は
、
手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。



文
殊
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
〜
に
ほ

ん
の
里
の
に
こ
に
こ
ハ
イ
ク
〜

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

詩の朗読を好んだ中也にならい、中也の誕生日に自由参加で
自作や愛読の詩を朗読していただきます。引き続き、ゲスト
を迎えてのライブを行います。

◇日時　４月29日（火・祝）12時30分 ～15時
◇場所　中原中也記念館（湯田温泉一丁目11-21）
　※雨天の場合は、山口市民会館小ホール
　※朗読希望者は、当日12時 ～13時に会場で受付
◇ゲスト　谷川俊太郎（詩人）、谷川賢作（作曲家・ピアニスト）
◇料金　無料（当日は、記念館入館も無料）

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」

中原中也賞受賞詩人の和合亮一さんを講師に、発声・表
現方法などを学んだ後に自作の詩を朗読し、〝ことば〟を
伝えることの魅力を体感します。

◇日時　5月4日（日）午後、5日（月・祝）終日、
　6日（火・祝）午前
◇場所　Ｃ・Ｓ赤れんが（中河原町5-12）
◇対象・定員　小学校３年生～中学生  20人
　※小学生は、保護者同伴。原則3日間参加できる方。
◇料金　無料
◇申込方法　４月20日（日）までに、中原中也記念館
へ電話または FAXでお申し込みください。

子どものための詩作ワークショップ

第 19回中原中也賞贈呈式　  　　　　　
　 　＆ 川上未映子×穂村弘トークセッション

第 19 回中原中也賞受賞者は次ページをご覧ください。←

このたびの贈呈式では、第14回中原中也賞受賞詩人の川上未
映子さんと歌人の穂村弘さんによるトークセッションをあわ
せて開催します。エッセイなど多方面で活躍中のお二人が中
也の愛について語り尽くします。

◇日時　４月29日（火・祝）16時 ～18時30分
◇場所　山口市民会館 大ホール
◇内容　
【プロローグ（現代舞踊）】出演…加藤舞踊学院
【第19回中原中也賞贈呈式】受賞詩集大崎清
夏『指差すことができない』（アナグマ社）

【トークセッション】17時10分から「中原
中也、その愛と魅力と謎」出演…川上未映
子（作家）、穂村弘（歌人）

◇チケット　〈全席自由〉前売…一般800円
／any会員および大学生以下…500円／
当日…1,000円

※半券の提示により、7月27日（日）まで
の期間、中原中也記念館に無料で1回に限り入館できます。

◇販売場所　山口情報芸術センター、市民会館、中原中也記念館

撮影：石倉和夫
川上未映子さん

穂村弘さん

■ 問い合わせ　中原中也記念館　☎ 083-932-6430
　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　 　　083-932-6431

中原中也記念館 20 周年記念 関連イベント

■ 問い合わせ　市文化政策課　☎ 083-934-2718

第
５
回

市
民
公
開
講
座
「
喘
息
」

　
今
回
の
講
座
は
、
難
聴
や
中
途
失
聴
の

方
々
の
体
験
談
や
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
要
約
筆
記
の
体
験
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
文
字
で
情
報
を
伝
え

る「
要
約
筆
記
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日
　

①
コ
ー
ス
（
火
曜
）
４
月
15
日
、
22
日

②
コ
ー
ス
（
土
曜
）
４
月
26
日
、
５
月
10
日

■
時
間
　
10
時
〜
15
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ

ぎ
会
館
（
堂
の
前
町
１
‐
５
☎
０
８
３

‐
９
２
２
‐
３
６
６
６
　
０
８
３
‐

９
２
２
‐
３
６
６
９
）

　
森
の
案
内
人
と
一
緒
に
徳
地
地
域
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

　
４
月
は
、
地
域
の
方
が
初
日
の
出
を
観
に

登
る
文
殊
岳
（
４
４
５
ｍ
）
に
登
り
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
27
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

■
集
合
場
所
　
徳
地
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
串

分
館
（
徳
地
鯖
河
内
１
６
２
９
‐
１
）

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
料
金
　
１
０
０
０
円
（
小
・
中
学
生

５
０
０
円
）

■
持
参
品
　
昼
食
、
飲
み
物
、
登
山
靴
（
ハ

イ
カ
ッ
ト
推
奨
）、
手
袋
（
予
備
持
参
推

奨
）、
セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
合
羽
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト 

等

■
申
込
期
限
　
４
月
24
日
（
木
）

直
接
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、森
の
案
内
人
の
会
事
務
局
（
徳

地
農
林
振
興
事
務
所
内
☎
０
８
３
５
‐

５
２
‐
１
１
２
２
　
０
８
３
５
‐
５
２

‐
１
３
０
１

　
　ytherapy@

c-able.ne.jp

）

【
山
口
っ
子
の
絵
と
工
作
え
の
ぐ
る
作
品
展
】

　
子
ど
も
の
ア
ト
リ
エ
え
の
ぐ
る
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
画
・
工
作
約
２
０
０
点
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

９
時
〜
17
時
（
最
終
日
の
み
16
時
30
分
ま

で
）

■
料
金
　
無
料

市
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２
‐
７

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２
）

【
気
管
支
ぜ
ん
そ
く

〜
発
作
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
〜
】

■
日
時
　
４
月
12
日（
土
）14
時
〜
16
時
20
分

■
場
所
　
山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
吉
敷
下
東
三
丁
目
１
‐
11
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
方

※
無
料
・
申
込
不
要

　 

事
務
局 

中
川
さ
ん
（
　
０
８
０
‐

１
３
０
８
‐
１
１
８
７
）



14市報やまぐち　2014 年（平成 26年）4月 1日号

感慨深く門を見る
観光客

【選考委員評】神話と寓話の構造が底に秘められており、これまでにない
大きな構想力を持った詩集である。島にいる「神」の顔が波や泡で出来
ているというところから始まって、娘と森、砂丘になるらくだ、など作
者が組み立てた幻想の物語は、ユーモアを持ちながら、言葉は限りなく
開かれている。作者にとっては第 2詩集だが、第 1詩集は第 17回の最終
候補になっている。前詩集から格段の成長があったことを喜びたい。

境
界
線
を
き
め
る
協
議
が

き
ょ
う
も
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て

健
康
に
は
定
義
が
な
く
な
っ
た

吸
収
し
て
も
く
る
し
い

排
泄
し
て
も
く
る
し
い

だ
か
ら
た
の
し
い
気
持
ち
で

働
く
し
か
な
く
な
っ
た

ご
つ
ご
つ
し
た
岩
場
に
生
え
る

黒
髪
の
よ
う
な
海
藻
を
は
が
し
て

そ
れ
を
食
べ
た
り

売
っ
た
り
し
な
が
ら

女
の
子
た
ち
は
笑
っ
て
い
る

（『
指
差
す
こ
と
が
で
き
な
い
』
所
収

「
指
差
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
よ
り
抜
粋
）

　
中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
山
口
市
出
身
の
詩
人
中
原
中
也
の
業
績
を

顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
２
月
15
日
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
は
、
全
国
か
ら
応
募
・
推
薦
の
あ
っ
た
２
２
８
点
の
詩
集
の
中
か
ら
、

大
崎
清
夏
さ
ん
の
『
指
差
す
こ
と
が
で
き
な
い
』（
ア
ナ
グ
マ
社
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

指
差
す
こ
と
が
で
き
な
い

中
原
中
原
中
原
中
原
中
原
中
原原原
中
原原
中
原
中
原
中
原
中
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
中
也
中
也
中
也
中
也
中中
也
中
也
中
也
中
也
中
也
中
也
中
也
中
也
中
也
中中
也
中
也
中中中中中
也
中
也
中
也
中
也
中
也也也也也也也
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

すす
る
すす
る
す
る
すすす
指
差
す
こ
と

指
差
指
差
す
こ
と
こ
と

第
19
回
中
原
中
也
賞

大崎清夏さん（東京都在住）
撮影：渡邊聖子

大
崎 
清
夏

- ohsaki sayaka -

■
問
い
合
わ
せ
　
市
文
化
政
策
課
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
８
）

表
紙
写
真
か
ら

 

山
口
か
ら
明
治
維
新
を
発
信
!!

　

  

「
山
口
お
宝
展
」

　
表
紙
の
写
真
は
、
３
月
１
日
、
旧
山
口
藩

庁
門
の
前
で
開
催
さ
れ
た
「
山
口
お
宝
展
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
特
別
開

門
し
た
旧
藩
庁
門
を
参
加
者
た
ち
が
楽
し
そ

う
に
く
ぐ
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　
山
口
お
宝
展
は
、
４
月
６
日
ま
で
の
期
間

中
、
明
治
維
新
を
テ
ー
マ
に
、
貴
重
な
お
宝

を
市
内
各
所
で
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
、
観
光
関
係
者
や
市
民
、
観

光
客
の
他
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
企
画
で
旧
藩
庁

門
を
ゴ
ー
ル
に
萩
往
還
を
歩
い
て
き
た
参
加

者
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
特
別
に
開
門
し
た
旧
藩
庁
門
で
は
、
幕
末

の
官
軍
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
そ
ろ
い
の
衣

装
を
着
た
関

係
者
た
ち
が

参
加
者
を
出

迎
え
、
参
加

者
た
ち
は
、

普
段
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
門
を
行
き
来
し

た
り
、
門
の
下
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
維
新

の
志
士
た
ち
が
当
時
通
っ
た
情
景
を
想
像

し
、
物
思
い
に
ふ
け
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
市
で
は
、
明
治
維
新
関
連
の
史
跡
が
多
く

残
っ
て
い
る
本
市
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
観
光
関
係
者
と
一
緒
に
お
も
て
な
し

機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
観
光
課

　（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
０
）

【
受
賞
の
こ
と
ば
】

　
切
な
さ
や
悲
し
さ
が
岬
の
突
端
ま
で

来
る
と
、
妙
に
冷
め
た
気
持
ち
に
な
っ

て
笑
い
だ
し
た
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
中
也
の
詩
を
読
み
か
え
し

て
い
る
と
、
ど
ん
な
作
品
で
も
、
そ
う

い
う
突
端
の
な
ま
な
ま
し
い
感
情
＝
言

葉
が
、
笑
い
と
ば
さ
れ
る
前
に
救
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
特
別
な
賞
を
い
た
だ
い
て
、
私

は
い
ま
、
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い
大
声
で
笑

い
だ
し
た
い
よ
う
な
、
泣
き
た
い
よ
う

な
、
叫
び
出
し
た
い
よ
う
な
、
感
情
の

波
濤
の
な
か
に
い
ま
す
。
困
っ
て
い
ま

す
。
で
も
そ
れ
で
い
い
、
そ
れ
が
い
い
、

私
に
と
っ
て
詩
を
書
く
こ
と
は
困
る
こ

と
な
の
だ
か
ら
。自
分
の
感
情
に
困
り
、

人
間
の
関
係
に
困
り
、
動
物
や
植
物
の

視
線
に
困
り
、
天
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
ノ

イ
ズ
に
困
り
、
困
っ
た
な
と
一
行
書
き
、

書
か
れ
た
一
行
に
困
ら
さ
れ
て
、
慌
て

て
ま
た
次
の
一
行
を
書
き
、
そ
う
や
っ

て
私
は
生
き
延
び
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
困
る
と
き
、
隣
に
中

也
が
い
て
く
れ
る
気
が
し
ま
す
。



龍福寺
この建物は、大内氏の氏寺、氷上山興隆
寺（大内御堀）にありました釈迦堂を明治
16年（１８８３）に移築したものです。実
美もこの建物を目にしたことでしょう。

「
１
５
０
年
前
の
花
見
　
七
卿
の
リ
ー
ダ
格
　
三
条
実さ

ね
と
み美
」

鴻城錦絵（太神宮ノ図）：山口県立博物館所蔵

何
かえんてい

遠亭跡
（湯田温泉 井上公園）
元治元年（１８６４）５月１日、実美は湯田の
草刈屋敷からこの地へ転居しました。
何遠亭とは彼の住居で、当時ここにあった
井上馨の兄の屋敷を借り上げ、一室を新築
したものです。

三条実美ゆかりの地を紹介します

松
前
了
嗣

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

山 口

第４回

■
問
い
合
わ
せ
　
市
広
報
広
聴
課
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３
）

次回は６月１日号に掲載予定です。お楽しみに！！

松前了嗣（まつまえりょうじ）
山口の明治維新研究家。昭和４２年生まれ。錦町（現・岩国市）出身。現在、
「やまぐち萩往還語り部の会」・「山口市文化財保護指導員」・「大内史談会」
などの活動に携わる他、講演や執筆活動にも積極的に取り組んでいる。

で
鯉
捕
り
見
物
。
椹
野
川
の
堤
で
樽
酒

を
開
い
て
酒
盛
り
。
矢
原
の
川
原
で
軍

事
演
習
視
察
。
大
林
寺
（
朝
倉
町
）
で

梅
の
花
、
仁
壁
神
社
（
三
の
宮
）
で
枝

垂
れ
桜
を
見
物
。
氷
上
山
真
光
院
（
大

内
御
堀
）で
は
藩
主
父
子
ら
と
宴
会
後
、

山
に
登
っ
て
夜
桜
見
物
…
等
々
。
優
雅

な
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

【
不
思
議
な
因
縁
】

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
11
月
29
日
。

実
美
は
、
寒
中
を
も
は
ば
か
ら
ず
、
大

寧
寺
（
長
門
市
深
川
）
に
あ
る
先
祖
の

墓
に
参
拝
し
ま
し
た
。

「
※

討
つ
人
も
討
た
る
る
人
も
諸
と
も
に

如に
ょ
ろ
や
く
に
ょ
で
ん
お
う
さ
に
ょ
ぜ
か
ん

露
亦
如
電
応
作
如
是
観
」

　
こ
れ
は
、
室
町
時
代
の
守
護
大
名
、

大
内
義
隆
の
辞
世
で
あ
り
ま
す
。
彼

は
天
文
20
年
（
１
５
５
１
）、
陶
晴は
る
か
た賢

の
謀
反
に
よ
り
大
寧
寺
で
自
刃
し
ま
し

た
。

　
実
は
そ
の
頃
、
実
美
の
先
祖
で
あ
り

ま
す
公き

ん
よ
り頼
と
い
う
人
物
が
、
山
口
の
義

隆
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

彼
は
久
し
く
戦
乱
の
巷
と
な
っ
て
い
た

京
都
か
ら
、
重
要
な
古
文
書
を
保
護
す

る
た
め
、
勅
命
に
よ
り
下
向
し
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
文
書
も
反
乱

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
松
前
了
嗣

で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
あ
、
今
年
も
や
っ

て
来
ま
し
た
！
待
ち
に
待
っ
た
桜
の
季

節
で
あ
り
ま
す
！

　
そ
こ
で
今
回
は
、
今
か
ら
１
５
０
年

前
、
こ
こ
山
口
で
花
見
を
楽
し
ん
だ
京

都
の
公
家
、
三
条
実
美
に
つ
い
て
お
話

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
８
月
18
日
の
政
変
と
七
卿
落
ち
】

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
８
月
18
日
、

京
都
御
所
で
起
こ
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
り
、
実
美
を
は
じ
め
と
す
る
７
人
の

公
家
は
失
脚
。
再
起
を
図
る
た
め
、
長

州
藩
へ
と
身
を
投
じ
、
ま
ず
は
三
田
尻

（
防
府
市
）
へ
と
入
り
ま
す
。
そ
の
後
、

仲
間
の
一
人
、
沢さ
わ
の
ぶ
よ
し

宣
嘉
が
脱
走
。
残
る

６
人
の
公
家
は
山
口
へ
と
移
り
、
そ
こ

で
一
年
余
り
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
優
雅
な
日
々
】

　
彼
ら
は
事
あ
る
ご
と
に
藩
主
毛
利
敬

親
や
重
臣
、
諸
藩
の
有
志
家
た
ち
と
国

事
を
論
じ
、時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
、
思
い
を
歌

に
表
し
ま
し
た
。

　
朝
倉
八
幡
宮
（
朝
倉
町
）
や
山
口
大

神
宮
（
滝
町
）
に
参
拝
。
小
郡
の
林
光

に
よ
っ
て
町
が
焼
き
払
わ
れ
た
際
に
灰

と
な
り
ま
し
た
。
彼
は
義
隆
を
追
っ
て

山
口
を
逃
れ
ま
す
が
、
途
中
、
陶
軍
に

よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
、
異
郷
の
地
に
葬

ら
れ
た
の
で
す
。

【
桜
の
花
を
愛
で
な
が
ら
】

「
白
雲
と
見
つ
つ
登
れ
ば
岩
戸
山
桜
の

花
の
か
げ
に
来
に
け
り
」

　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
桜
の
頃
、

公
頼
が
没
し
て
３
０
０
年
ほ
ど
経
っ
た

あ
る
日
。
実
美
は
大
林
寺
の
裏
に
あ
る

岩
戸
山
（
上
宇
野
令
）
で
山
桜
を
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
に
詠
ん
だ

歌
で
あ
り
ま
す
。

　
詩
酒
を
愛
し
、
一
見
優
雅
な
暮
ら
し

ぶ
り
の
彼
で
す
が
、
そ
の
胸
中
は
如
何

な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
遠
く
離
れ
た
西
の
京
、
山
口
で
眺
め

た
桜
の
花
。
白
雲
と
見
紛
う
よ
う
な

そ
の
花
陰
で
、
一
体
何
を
考
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
風
に
舞
い
、
杯
に
浮
か
ぶ
花
び
ら
を

静
か
に
見
つ
め
な
が
ら
。

※
「
敵
も
味
方
も
、
人
の
命
は
露
の

　
よ
う
に
稲
妻
の
よ
う
に
は
か

　
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
。
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イベントカレンダー
※開催場所・時間など、詳細はお問い合わせください。

月
4・5

山
口
市
長

イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

19
（土）

13
（日）

秋穂八十八ヶ所スタンプラリー
（～20日）    　          （秋穂）
秋穂地域交流センター　　　
　　　　　 （☎ 083-984-2132）5

（土）

6
（日）

大原湖さくらロードレース大会
　         　 　　　　　（徳地）
徳地地域交流センター　　　
　　　　　  （☎0835-52-0217）

オゴオリザクラまつり （小郡）
実行委員会  （☎083-976-8588）

12
（土）

湯田温泉スリッパ卓球大会
（湯田）

実行委員会   （☎083-925-6843）

10
（木）

企画展「山口における高杉晋作
～転の季節」（～6日）（大殿）
市菜香亭　 （☎083-934-3312）

・企画展Ⅰ「中原中也記念館の
20年」（～7月27日）

・常設テーマ展示「中也 愛の
詩－いとしい者へ」    （湯田）
中原中也記念館
　　　　 　（☎ 083-932-6430）

山口お宝展（～6日）             
　　 （大殿、湯田、宮野、平川）
実行委員会 （☎ 083-925-2300）

山口お宝展参加企画展「大隅
健一のまなざし―山口の書画
と工芸―」（～5月6日）

（白石）
市歴史民俗資料館
        　　  （☎ 083-924-7001）

桜日和（～13日）        （徳地）
重源の郷     （☎0835-52-1250）

湯田温泉白
びゃっこ

狐まつり（～6日）
　　　　　                （湯田）
湯田温泉白狐まつり事務局
                 （☎ 083-920-3000）

桜まつり                    （阿東）
NPOあとう

   （☎ 083-956-2526）

春の久留米市田主丸植木まつり
＆ＪＡ全農やまぐち旬感フェ
スタ（～５月7日）       （佐山）
全農山口県本部

（☎083-988-0620）

「山口っ子の絵と工作 えのぐる 
 作品展」（～13日） 　  （大殿）
市菜香亭     （☎083-934-3312）

山口市長杯争奪高等学校野球
大会                         （宮野）              
市生涯学習・スポーツ振興課 

       （☎ 083-934-2874）
29

（火・祝）

きらら浜自然観察公園春まつり 
　  　　　　　     　   （阿知須）
きらら浜自然観察公園　　　
　　　　　 （☎ 0836-66-2030）

山口100萩往還マラニック
大会（～4日）        （市内各所）
実行委員会   （☎0835-24-5444）

青空天国いこいの広場  （吉敷）
山口青年会議所 

（☎083-922-7646）

（金）
／52

（月・祝）
／55

阿知須「いぐらの館」お江戸
時代 旅展（～5月6日）

（阿知須）
阿知須「いぐらの館」
　　　　（☎ 0836-65-2403）

25
（金）

　
暖
か
な
春
の
日
差
し
が
こ
こ
ち
よ
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
野
や
山
で
は
、草
木
が
芽
吹
き
、

色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、今
月
６
日
ま
で
、市
内
各
所
で
「
山
口

お
宝
展
」
が
開
催
さ
れ
、
明
治
維
新
の
策
源
地

で
あ
る
本
市
な
ら
で
は
の
史
跡
や
関
係
資
料
の

一
般
公
開
、
伝
承
・
逸
話
に
ち
な
ん
だ
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
の
恒
例
行
事
で

あ
る
湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り
や
秋
穂
八
十
八
ヶ

所
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
桜
ま
つ
り
な
ど
、
特
色

豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
　

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
広
大
な
市
域

を
有
す
る
本
市
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
各
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
、
実
際
に
見
て
、

触
れ
て
、
感
じ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
「
ふ
る
さ
と
山
口
」
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
が
皆
さ
ん
の
「
郷
土
愛
」
を
さ

ら
に
深
め
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
穏
や
か
な
春
の
日
に
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と

ふ
る
さ
と
探
訪
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

常栄寺の仏舎利

ふるさと探訪

あしたへ

トライ


